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例言
1．　本書は，1992年度（平成4年度）より3年間実施された国立歴史民俗博物館の共同研究「古
　　墳時代における伽耶と日本の交流に関する基礎的研究」（研究代表者　白石太一郎）と，その
　　成果を踏まえて2001年度（平成13年度）度に開催された第5回歴博国際シンポジウム『古代
　　東アジアにおける倭と加耶の交流』（総括責任者　白石太一郎）の成果報告にあたる論文集で
　　ある。
2．　国際シンポジウムについては，その企画段階から申敬激，鈴木靖民，李成市，早乙女雅博，東
　　潮，武末純一，千賀久，高久健二，吉井秀夫，酒井清治の諸氏には館内の実行委員会に加わっ
　　ていただき，その企画立案にご援助いただいた。
3．　共同研究の経過及び国際シンポジウムの概要については，巻末に示した。
4．国際シンポジウムの課題の趣旨からも，すべての論文について日本語と韓国語での報告を計画
　　したが，紙数や経費の関係などから果たせず，韓国語の論文についてのみ日本語の訳文を付し
　　た。本文が中国語のものには日本語訳と韓国語訳を，本文が韓国語のものには日本語訳を付し
　　（日本語訳では図表を省略）本文が日本語のものには韓国語要旨を付した。なお，掲載論文に
　　は，『古代東アジァにおける倭と加耶の交流』（第5回歴博国際シンポジウム要旨集2002）よ
　　り転載したものが一部ある。
5．　本書の編集は，考古研究部の上野祥史が担当した。
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